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LR3.2.  地域環境への配慮（屋上緑化、集約駐車場）
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銀座の街に開かれた商業施設をめざして

CASBEE評価省エネルギー性能
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1.　あづま通りの廃道（道路機能保持）

2.　三原通りへの付替（幅員１２m→２０m）
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銀座の新しい人の流れ

大丸松坂屋百貨店をはじめ14地権者からなる2街区を、一つの敷地として統合する計画は、

区道付替や都市再生特別地区という都市計画手法を活用した再開発事業として進められた。

設計の最大の課題は、巨大な建築のスケール感を活かしながらも、その建築が建つことで、銀

座特有の路地空間による人の流れが途絶えることがないようにすることであった。そのため、

付替えられたあづま通りの道路機能を歩車分離した通路として再生、また中央通りから三原通

りへ通り抜けられる銀座の新しい路地と言える“銀座パサージュ”を設置、さらに拡幅された

三原通り側には、観光バス乗降所と地元の要望である「水と緑のストリートパーク」を兼ねる

“三原テラス”を作ることで、銀座の街の歩行者ネットワークの拡充をめざした。

屋上には、銀座の街になかった約 4,000㎡の広さに約 2,200㎡の緑化面積をもつ都市型庭園

“GINZA SIXガーデン”を設け、地上56mに新たな憩いのスペースを創出している。

また、地下鉄銀座駅とGINZA SIXは、地下通路で結ばれ、地下レベルでも歩行者ネットワー

クを強化している。

省エネに関する工夫

本建物の地下6階には、銀座5・6丁目地区の地域冷暖房施

設第2プラントが設けられており、空調熱源としては、こ

の地域冷暖房施設より冷水・温水を受け入れている。

空調方式は、商業部分を外調機及びFCU方式、オフィ

スインテリア部分をAHU（外気処理コイル一体型、単

一ダクトVAV）及び外気FFU方式、ペリメータは空冷

HPマルチ方式としており、テナントの温度設定は、

Web経由での操作が可能となっている。また運転制御に

おいては、BEMSによる最適運転を導入しており、高い

エネルギー性能を確保し、建物全体でのPALやERR値の

削減に取り組でいる。

水資源の有効利用を図るため、厨房排水及び雨水を浄化

処理し、トイレ洗浄水として利用する中水処理装置を設

置している。

「ひさし」と「のれん」のデザインシステム　　変わるものと変わらないもの

１　 ２　

外観写真

鳥瞰写真

GINZA SIXガーデン 三原テラス

あづま通り地下通路 敷地内通路

２街区を一体化した銀座随一の広さを持つ敷地であり、そのスケール

感を示す象徴として「ひさし」を設けた。建物全周には階ごとに「ひ

さし」が設置され、どこから見てもGINZA SIXであることがわかる。

「ひさし」はステンレスのヘアライン仕上で、周囲の光を映しこみ、

時間や天候などの変化を建築に与える。また先端には繊細なLEDライ

ン照明が組込まれ、ファサードの統一性を表現している。

高さ31mの、従来の街並みを形成する商業施設には「ひさし」に吊り

下げる形で銀座の街のにぎわいを演出するための「のれん」を設けて

いる。

２街区を一体化した銀座随一の広さを持つ敷地であり、そのスケー

ル感を示す象徴として｢ひさし｣を設けた。建物全周には階ごとに｢ひ

さし｣が設置され、どこから見てもGINZA SIXであることがわかる。

｢ひさし｣はステンレスのヘアライン仕上で、周囲の光を映しこみ、

時間や天候などの変化を建築に与える。また先端には繊細なLEDラ

イン照明が組込まれ、ファサードの統一性を表現している。

高さ31mの、従来の街並みを形成する商業施設には｢ひさし｣に吊り

下げる形で銀座の街のにぎわいを演出するための｢のれん｣を設けて

いる。

この｢のれん｣は、建物を垂直方向に分節化して銀座の路地空間につ

ながるスケール感を表現する。｢のれん｣は、外壁の止水ラインの外

に設けられているので、店舗の営業を継続しながら｢のれん｣の交換

が可能なシステムであり、店舗の変更への対応はもとより、時間の

経過によるファサードの陳腐化を防ぐことも可能にしてくれる。

いつまでも変わらない｢ひさし｣と時代に呼応して変わる｢のれん｣が

共存するサステナブルなデザインシステムである。

中央ボイドと設備ボイド
・自然光採り込み
・アトリウムの自然排煙
・給気（クリーンボイド）
・排気（設備ボイド）

屋上庭園：都市の広場
・緑豊かなオープンスペース約 4,000 ㎡を創出
・庭園内 約 2,200 ㎡を緑化（緑化率約 52.4％）
・高さ 10ｍ程度の高木が生育できる環境整備
・壁面緑化

ひさし
・日射コントロール
・銀座の気品や風格が感じられる統一感

のれん
・にぎわいの演出
・31m ラインでのスカイライン形成
・銀座の街並みの調和を図る縦分節化

室内環境向上と熱負荷低減
・高性能 Low-e ガラスの採用
・内断熱工法の採用
【事務所部分】
・明るさセンサーによる照度補正
・入退室管理設備連動の照明消し忘れ防止制御
・遮熱スラットブラインドの採用
・低温送風

給気

三原デッキ：都市のポケットパーク
・道路付け替えによる三原通り拡幅
・観光バス乗降所の整備
・水と緑のポケットパーク

敷地内通路：人工光による演出
・高効率照明器具（LED)

自然排煙

・高効率地域冷暖房施設の導入
　単独熱源と比べ、約 194t CO2/ 年削減
・治水対策
　700 ㎥以上の雨水貯留槽を整備

高効率機器、省エネシステム
【空調・換気】
・高効率モータ（IPM、IE3)
・外気冷房制御
・室内 CO2 濃度による外気取入量制御
・空調機可変風量制御（ＶＡＶ）
・排気ファン可変風量制御
・大温度差送水
・ポンプ変流量制御
・駐車場ＣＯ制御
【電気】
・高効率変圧器、高効率照明器具（LED)
【ＥＶ】
・VVVF（可変電圧可変周波数制御）
・群管理運転制御
【運用】
・BEMS を活用した運用管理

地域環境への貢献

・厨房排水及び雑排水の再利用

・太陽光パネル (20kw）

資源の再利用

自然エネルギー利用
自然光 自然光


